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植
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、
印
度
支
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昭
和
十
八
年
七
月
か
ら
二
十
一
年
五
月
ま
で
、
印
度
支
那
サ
イ
ゴ
ン
に
あ
る
南
洋
学
院
教
授
と
し
て
在
職
し
た
。
身
分
は
陸
軍
司
政
官
で
は
な
く
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
教
授
と
し
て
現
職
の
ま
㌧
、
文
部
省
か
ら
ニ
ケ
年
間
南
洋
学
院
へ
長
期
出
張
の
形
式
で
あ
っ
た
。
南
洋
学
院
は
農
学
科
と
経
済
学
科
と
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
形
式
上
の
区
別
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
学
生
（
我
国
の
旧
制
中
学
卒
業
生
が
入
学
す
る
）
は
両
学
科
共
全
課
目
を
必
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
　
学
院
の
学
生
諸
君
と
共
に
、
農
村
実
態
調
査
に
歩
い
た
り
、
或
は
同
僚
の
教
授
と
共
に
調
査
旅
行
に
度
々
で
か
け
て
、
印
度
支
那
の
些
々
全
域
に
わ
た
っ
て
農
業
・
経
済
・
文
化
史
の
実
地
に
つ
き
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
折
の
体
験
を
基
礎
と
し
て
書
い
た
も
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支
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二
〇
九
　
　
　
研
究
年
報
の
で
あ
る
。
今
後
も
引
つ
ゴ
き
続
編
を
書
く
予
定
で
あ
る
。
　
在
留
中
に
多
数
買
入
れ
た
文
献
や
資
料
を
全
部
、
敗
戦
後
、
抑
留
所
に
拘
禁
さ
れ
る
と
き
に
、
牧
さ
れ
た
の
で
、
充
分
の
資
料
を
利
用
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
稲
作
の
気
候
的
条
件
二
一
〇
英
仏
東
南
ア
ジ
ア
占
領
軍
か
ら
没
印
度
支
那
の
米
作
農
業
が
、
他
の
米
作
諸
国
に
お
け
る
と
同
様
に
、
先
づ
第
一
に
そ
の
気
候
的
条
件
に
よ
っ
て
基
本
的
に
左
右
さ
巌齢気三岳朋騰陪肪摘主
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州
蜥
醐
汁
－
卜欄査度
調
回
れ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
ぬ
。
　
米
作
の
二
大
申
心
地
は
、
北
方
で
は
ソ
ン
コ
イ
河
の
下
流
地
方
の
ソ
ン
コ
イ
・
デ
ル
タ
と
南
方
の
メ
コ
ン
河
の
下
流
地
方
の
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
で
あ
る
。
こ
と
に
後
者
は
そ
の
西
北
に
広
大
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
平
原
を
控
え
て
い
る
た
め
に
印
度
支
那
第
一
の
広
い
平
野
を
な
し
、
米
作
だ
け
で
な
く
、
玉
蜀
黍
、
ゴ
ム
、
コ
ー
ヒ
ー
、
米
、
棉
、
黄
麻
、
カ
ポ
ッ
ク
等
各
種
の
農
作
物
の
一
大
宝
庫
を
な
し
て
い
る
。
メ
コ
ン
。
デ
ル
タ
は
一
三
、
○
○
○
平
方
粁
あ
り
、
我
が
四
国
よ
り
も
梢
狭
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
平
原
は
約
分
〇
、
○
○
○
平
方
粁
で
、
九
州
と
同
じ
位
の
面
積
が
あ
る
。
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緯
度
は
北
緯
約
八
度
三
〇
分
か
ら
二
二
度
二
〇
分
に
わ
た
る
南
北
に
細
長
い
地
帯
を
な
し
、
熱
帯
圏
内
に
あ
る
。
従
っ
て
、
気
温
は
一
年
間
を
通
じ
て
米
作
に
好
適
で
あ
る
。
年
平
均
気
温
は
、
サ
イ
ゴ
ン
は
二
七
・
六
度
ユ
エ
ニ
五
・
三
度
、
ハ
ノ
イ
ニ
三
・
八
度
で
あ
る
。
次
に
主
な
る
地
方
に
お
け
る
月
別
平
均
気
温
を
比
較
し
て
　
ω
み
る
。
　
右
の
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
と
南
部
ベ
ト
ナ
ム
と
で
は
多
少
気
温
の
相
違
は
あ
る
が
、
気
温
の
点
か
ら
言
え
ば
、
一
年
中
稲
作
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
全
土
に
わ
た
っ
て
二
期
作
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
期
作
が
で
き
る
の
は
中
部
下
刈
地
方
と
北
方
の
ト
ン
キ
ン
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
雨
量
の
関
係
に
よ
る
。
次
に
印
度
支
那
の
各
地
の
丹
別
年
平
均
降
雨
量
と
降
雨
日
数
を
示
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
我
国
の
東
京
と
を
比
較
す
る
。一
＝
一
研
　
究
　
年
報
一
＝
二
二
、
稲
　
の
　
植
　
付
　
右
の
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
部
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ
ン
や
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
降
雨
量
と
降
雨
日
数
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
乾
季
と
雨
季
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乾
季
と
雨
季
は
南
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
サ
イ
ゴ
ン
と
。
フ
ノ
ム
ペ
ン
は
、
大
体
に
お
い
て
同
様
で
あ
る
。
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雨
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－
　
　
　
　
サ
イ
ゴ
ン
　
一
二
月
1
翌
年
四
月
　
　
　
　
五
月
一
一
一
月
　
乾
季
が
五
ヶ
月
、
雨
季
が
七
ケ
月
に
な
っ
て
い
る
。
乾
季
に
入
る
と
雨
が
殆
ん
ど
降
ら
な
い
。
五
ヶ
月
間
、
全
く
雨
が
降
ら
な
い
年
も
あ
っ
た
。
そ
の
間
田
ば
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、
稲
の
植
付
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
南
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
米
の
牧
穫
は
、
極
め
て
一
部
の
例
外
を
除
き
、
年
に
一
回
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
地
域
は
遠
く
チ
ベ
ッ
ト
に
源
流
を
発
す
る
世
界
的
な
大
河
メ
コ
ン
河
の
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
る
か
ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ク
リ
ー
ク
が
あ
っ
て
年
中
水
に
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
灌
瀧
設
備
さ
え
充
分
に
す
れ
ば
、
乾
季
で
も
稲
の
成
育
に
必
要
な
水
が
測
れ
る
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
年
に
二
回
の
言
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
ま
だ
開
発
の
余
地
は
充
分
に
あ
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
で
も
例
外
的
に
二
期
作
が
行
わ
れ
て
い
る
地
方
が
あ
る
。
そ
こ
は
乾
季
に
も
灌
概
の
便
が
開
か
れ
て
い
る
交
趾
支
那
の
シ
二
二
ン
省
と
タ
ナ
ン
省
の
一
部
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
反
し
て
、
中
部
及
び
北
部
地
方
で
も
乾
季
と
雨
季
に
分
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
乾
季
で
も
相
当
の
雨
量
が
あ
る
の
で
、
稲
の
植
付
と
成
育
に
差
支
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾
　
季
　
　
　
　
　
　
雨
季
　
　
　
　
ユ
　
ェ
（
中
部
地
方
）
　
一
月
－
八
月
　
　
　
　
九
月
－
一
二
月
　
　
　
　
ハ
ノ
イ
（
北
部
地
方
）
一
〇
月
－
四
月
　
　
　
　
五
月
－
　
九
月
　
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
、
年
に
二
期
作
が
可
能
で
あ
る
。
二
期
作
の
場
合
、
東
京
（
ト
ン
キ
ン
）
地
方
で
は
次
の
よ
う
に
植
付
期
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㈲
牧
穫
期
が
大
体
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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一
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悪
趣
ラ
印
度
麦
那
の
米
作
農
業
の
特
殊
性
計合
　
　
　
　
　
　
　
植
付
期
　
牧
穫
期
　
　
備
考
　
　
　
　
第
一
回
　
一
月
　
五
月
　
五
月
米
　
　
　
　
第
二
回
　
　
六
　
月
　
　
　
　
一
〇
月
　
　
　
一
〇
月
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
　
　
安
南
及
び
東
京
地
方
で
の
二
期
作
田
の
植
付
面
積
は
次
表
に
よ
　
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
植
付
面
積
全
体
の
　
五
六
％
（
安
南
）
と
六
六
回
目
東
京
）
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
地
　
方
が
安
南
地
方
よ
り
も
二
期
作
田
の
割
合
が
多
い
。
　
　
南
ベ
ト
ナ
ム
で
は
五
月
か
ら
雨
季
に
入
る
が
、
毎
日
の
よ
う
に
丸
午
後
に
な
る
と
ス
．
－
ル
と
称
さ
れ
る
集
中
的
豪
雨
が
降
る
の
で
鷲
．
稲
の
植
付
と
耕
作
と
が
で
き
る
よ
・
つ
に
な
る
。
醐
先
づ
水
牛
或
は
黄
牛
に
よ
．
て
水
を
張
．
た
田
を
型
に
よ
．
て
糧
鋤
か
せ
る
。
型
は
原
始
的
の
も
の
で
、
刃
に
鉄
を
使
用
し
な
い
も
謝
の
す
ら
あ
る
。
（　
　
稲
苗
は
大
部
分
は
苗
代
に
作
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
浮
稲
地
帯
　
で
は
、
籾
を
直
接
本
田
に
ば
ら
蒔
（
直
蒔
）
さ
れ
る
。
苗
代
の
場
　
合
で
も
、
我
国
で
一
般
に
普
及
し
て
い
る
よ
う
な
短
冊
苗
代
は
極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
四
め
て
稀
で
、
大
部
分
の
苗
代
は
平
蒔
苗
代
で
あ
る
。
短
冊
苗
代
の
場
合
で
も
揚
床
に
し
な
い
。
又
播
種
量
も
相
当
多
く
、
か
な
り
の
厚
蒔
で
あ
る
。
我
国
の
農
家
の
約
二
倍
半
蒔
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
苗
代
の
や
り
方
は
、
我
国
で
も
最
近
ま
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
短
冊
苗
代
が
一
般
に
普
及
し
た
の
は
明
治
の
末
葉
以
後
で
あ
る
。
平
蒔
苗
代
の
慣
習
も
現
在
な
お
各
地
に
相
当
四
二
っ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
る
。
ま
た
苗
代
に
も
あ
ま
り
肥
料
を
施
さ
な
い
。
化
学
肥
料
は
用
い
ず
、
厩
堆
肥
を
若
干
施
す
程
度
で
あ
る
。
　
田
植
は
一
人
で
三
i
四
条
宛
受
持
っ
て
後
退
す
る
方
法
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
　
イ
ン
ド
シ
ナ
の
米
作
の
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
に
、
浮
稲
田
が
あ
る
。
浮
稲
田
が
で
き
る
理
由
は
、
雨
季
に
入
る
と
メ
コ
ン
河
に
氾
濫
が
起
る
か
ら
で
あ
る
。
　
メ
コ
ン
河
は
遠
く
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
源
流
を
発
し
、
約
四
、
二
〇
〇
粁
の
長
さ
が
あ
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
と
タ
イ
の
国
境
を
南
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
を
入
れ
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
貫
流
す
る
部
分
は
約
二
、
六
〇
〇
粁
で
あ
る
。
下
流
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
及
び
交
趾
支
那
を
貫
流
し
て
い
る
。
交
趾
支
那
に
入
る
と
多
く
の
支
流
を
生
じ
、
そ
の
平
野
一
帯
は
デ
ル
タ
地
帯
を
な
し
、
無
数
の
ク
リ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
の
点
は
東
京
地
方
の
ソ
ン
コ
イ
河
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
も
同
様
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
両
地
域
の
河
川
や
ク
リ
ー
ク
が
、
交
通
特
に
農
産
物
そ
の
他
の
物
資
の
運
搬
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
、
太
古
以
来
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
交
趾
支
那
で
は
デ
ル
タ
地
帯
の
都
会
や
部
落
は
殆
ん
ど
す
べ
て
水
流
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
農
民
は
小
舟
を
も
っ
て
居
り
、
舟
に
よ
っ
て
往
来
し
、
物
資
の
運
搬
を
行
っ
て
い
る
。
仏
印
総
督
府
は
占
領
以
来
、
約
百
年
間
に
わ
た
っ
て
各
種
の
建
設
（
特
に
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
修
復
）
を
行
っ
て
来
た
が
、
国
道
い
わ
ゆ
る
植
民
道
路
（
幻
、
O
⊆
什
O
　
O
O
一
〇
昌
凶
鋤
一
）
の
建
設
に
は
多
大
の
努
力
を
傾
け
た
。
従
っ
て
、
国
内
に
は
鋪
装
さ
れ
た
立
派
な
国
道
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
が
、
そ
の
国
道
の
傍
の
ク
リ
ー
ク
を
、
小
舟
に
籾
を
積
み
、
小
さ
な
擢
で
漕
い
で
い
る
農
民
の
姿
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
受
る
。
こ
れ
は
彼
等
に
と
っ
て
鋪
装
さ
れ
た
立
派
な
植
民
道
路
よ
り
も
、
小
さ
な
ク
リ
ー
ク
の
方
が
交
通
に
便
利
で
あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
事
実
、
陸
路
を
家
畜
の
背
或
は
荷
馬
車
に
よ
っ
て
、
物
資
を
運
搬
す
る
よ
り
も
、
ク
リ
ー
ク
を
小
舟
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
方
が
、
大
量
且
つ
容
易
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
シ
ナ
農
村
に
ト
ラ
ッ
ク
は
勿
論
、
荷
馬
車
を
見
る
こ
と
が
殆
ん
ど
で
き
な
い
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
の
よ
う
な
小
量
の
運
送
だ
け
で
な
く
、
奥
地
か
ら
の
大
量
の
物
資
の
運
送
に
も
河
川
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
奥
地
か
ら
米
や
玉
蜀
黍
な
ど
の
農
産
物
を
満
載
し
た
ジ
ャ
ン
ク
十
軍
事
が
曳
船
に
ひ
か
れ
て
、
メ
コ
ン
河
の
支
流
を
下
っ
て
い
る
風
景
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
　
雨
季
に
な
っ
て
、
メ
コ
ン
河
が
増
水
期
に
入
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
原
や
交
趾
支
那
の
標
高
が
低
い
こ
と
＼
、
そ
の
地
形
と
の
関
係
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
原
に
あ
る
太
湖
　
（
○
雷
干
訂
。
o
コ
司
。
巳
①
ω
9
。
o
）
に
逆
流
し
、
同
湖
附
近
一
帯
を
水
面
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
湖
面
は
増
水
期
に
は
最
大
減
水
期
の
約
三
倍
に
広
が
る
。
即
ち
、
減
水
期
に
は
三
、
○
○
○
平
方
粁
の
も
の
が
、
満
水
期
に
は
一
〇
、
○
○
○
平
方
粁
に
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
我
国
の
琵
琶
湖
は
六
九
五
平
方
粁
で
あ
る
。
減
水
期
に
お
い
て
も
、
琵
琶
湖
の
四
倍
余
の
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
漁
業
の
中
心
は
ト
ン
キ
ン
の
ア
ロ
ン
湾
沿
岸
と
こ
の
太
湖
で
あ
る
。
’
太
湖
産
の
淡
水
魚
は
主
と
し
て
乾
魚
及
び
塩
干
魚
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
輸
出
量
は
年
間
三
〇
、
・
○
○
○
屯
に
上
　
⑥
る
。　
こ
の
湖
水
の
大
氾
濫
と
前
後
し
て
、
メ
コ
ン
河
の
下
流
地
方
即
ち
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
交
趾
支
那
の
平
野
地
帯
に
氾
濫
が
起
る
。
但
し
、
こ
の
氾
濫
は
我
国
の
鎚
風
が
も
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
大
雨
に
よ
る
洪
水
の
よ
う
に
急
激
に
起
る
も
の
で
は
な
く
て
、
極
め
て
徐
々
に
増
水
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
作
物
や
人
畜
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、
氾
濫
と
共
に
上
流
地
方
か
ら
養
分
を
豊
富
に
含
ん
だ
泥
土
を
運
ん
で
く
る
か
ら
、
水
が
ひ
い
た
後
は
農
作
物
に
対
し
て
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
す
。
地
力
維
持
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
貢
献
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
氾
濫
は
災
害
で
な
く
て
、
福
音
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
印
度
麦
那
の
米
作
農
業
の
特
殊
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
五
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二
一
六
　
メ
コ
ン
河
の
増
水
期
は
、
プ
ノ
ム
ペ
ン
附
近
で
は
五
、
六
月
頃
か
ら
始
り
、
八
、
九
月
に
最
高
位
と
な
り
、
一
〇
月
に
な
る
と
減
水
し
は
じ
め
る
。
最
低
水
位
に
な
る
の
は
、
，
四
、
五
月
頃
で
あ
る
。
ま
た
太
湖
で
は
、
五
、
六
月
か
ら
水
位
が
高
く
な
り
は
じ
め
、
一
一
月
に
最
も
高
く
、
一
二
月
に
入
る
と
著
し
く
減
水
し
、
四
、
五
月
頃
に
は
最
低
水
位
に
な
る
。
　
右
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
は
、
種
々
な
型
式
の
稲
作
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
稲
作
の
型
式
に
よ
っ
て
水
田
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
三
、
水
田
の
種
類
　
e
　
浮
稲
田
…
…
氾
濫
期
に
入
っ
て
氾
濫
地
帯
で
作
ら
れ
る
も
の
は
浮
管
（
円
一
N
　
囲
一
〇
什
け
9
0
口
け
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
雨
季
に
入
っ
て
メ
コ
ン
河
の
水
位
が
高
く
な
る
と
共
に
成
長
し
、
草
丈
五
－
六
米
に
も
達
し
、
減
水
期
に
入
れ
ば
成
熟
す
る
。
従
っ
て
、
浮
稲
は
超
深
水
稲
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
帯
で
は
苗
代
を
作
ら
ず
、
籾
を
ば
ら
蒔
き
（
直
播
）
に
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
　
元
来
、
浮
稲
は
太
湖
の
岸
に
野
生
し
て
い
た
も
の
を
、
住
民
が
食
料
に
採
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
栽
培
さ
れ
出
も
た
の
は
一
九
〇
〇
年
の
初
め
か
ら
で
、
そ
の
後
出
に
広
が
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
交
趾
支
那
と
を
合
せ
る
と
三
千
平
方
粁
（
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
な
っ
て
い
る
。
浮
稲
の
作
り
方
は
簡
単
で
あ
る
。
四
月
の
雨
で
土
が
や
わ
ら
か
に
な
る
と
ス
キ
を
入
れ
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
百
八
十
キ
ロ
ほ
ど
の
種
モ
ミ
を
ば
ら
ま
き
に
し
て
、
そ
の
上
に
馬
グ
ワ
か
け
し
て
お
く
。
す
る
と
種
が
発
芽
し
て
の
び
、
五
月
の
雨
期
が
、
始
ま
る
時
に
は
水
位
の
上
に
出
て
の
び
る
。
十
一
月
に
減
水
す
る
こ
ろ
倒
れ
て
上
の
節
か
ら
語
根
と
新
芽
を
の
ば
し
て
叢
叢
に
な
っ
て
穂
を
出
し
、
十
二
月
に
は
開
花
結
実
す
る
。
早
生
と
季
節
の
浮
嚢
が
あ
り
、
濡
浮
具
も
あ
る
。
一
回
移
植
を
必
要
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
る
半
浮
稲
も
あ
る
。
浮
稲
は
農
民
の
食
料
と
な
り
、
市
場
に
は
出
な
い
。
　
「
播
種
後
一
回
の
代
掻
さ
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
、
牧
穫
ま
で
全
く
放
任
さ
れ
る
。
増
水
が
一
回
に
一
〇
糎
以
内
で
あ
っ
た
な
ら
ば
稲
は
増
水
に
負
け
な
い
で
伸
長
す
る
。
増
水
の
頂
上
は
九
月
置
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
水
が
退
く
に
つ
れ
て
稲
は
倒
れ
る
．
か
く
し
て
若
干
の
不
定
根
を
生
じ
、
茎
先
を
も
た
げ
、
一
一
月
頃
開
花
し
、
成
熟
は
急
速
に
行
わ
れ
、
墨
黒
は
＝
一
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
稲
は
多
く
は
一
六
－
七
節
あ
り
、
最
初
の
七
－
八
節
は
根
元
近
く
に
短
縮
さ
れ
、
そ
の
後
の
節
が
伸
び
る
の
で
あ
る
が
、
浮
稲
は
第
二
節
か
ら
の
び
る
。
そ
し
て
全
節
忌
数
は
普
通
の
稲
と
略
々
同
じ
で
あ
る
。
こ
㌧
に
浮
生
の
形
態
的
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
。
又
浮
稲
は
脱
凝
性
が
特
に
強
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
も
コ
ボ
レ
稲
（
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
N
旨
O
団
①
）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
牧
穫
は
稗
が
乱
雑
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
う
て
い
結
束
し
て
穂
先
を
揃
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
独
特
の
形
状
の
鎌
で
手
当
り
次
第
二
i
三
尺
の
長
さ
に
刈
取
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
＼
束
ね
ず
に
、
か
ま
ち
の
つ
い
た
荷
車
に
積
込
み
、
圃
場
の
一
角
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
堆
積
す
る
。
そ
の
高
さ
は
往
々
に
し
て
、
農
家
の
屋
根
よ
り
も
高
い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
浮
稲
地
帯
を
牧
穫
期
に
旅
行
す
る
と
こ
の
浮
稲
の
ビ
ラ
面
）の
9
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量
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印
度
麦
那
の
米
作
農
業
の
特
殊
性
一
＝
七
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
ミ
ッ
ド
が
多
数
に
聲
え
、
一
種
の
壮
観
を
呈
し
て
い
る
。
」
　
浮
稲
地
帯
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
タ
ケ
オ
、
カ
ン
ダ
ル
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
、
プ
レ
イ
ベ
ン
地
方
に
あ
り
、
交
趾
支
那
で
は
サ
デ
ッ
ク
、
ロ
ン
グ
ズ
エ
ン
、
シ
ョ
ウ
ド
ッ
ク
等
の
メ
コ
ン
河
お
よ
び
バ
サ
ッ
ク
河
の
沿
岸
低
地
で
、
氾
濫
期
に
水
位
が
三
1
四
米
以
上
に
達
す
る
地
方
で
あ
る
。
　
次
に
交
趾
支
那
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
浮
稲
田
の
稲
田
総
面
積
に
対
す
る
割
合
を
示
す
。
　
右
の
表
に
見
ち
れ
る
通
り
、
交
趾
支
那
で
は
浮
稲
田
は
全
体
の
九
・
五
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
大
体
に
お
い
て
九
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
口
糧
地
田
（
移
植
一
回
田
）
…
…
土
壌
は
一
般
に
良
好
で
あ
る
が
、
高
地
の
た
め
灌
概
に
困
る
。
そ
の
た
め
、
特
殊
の
辟
を
築
い
て
、
雨
水
、
用
水
の
流
出
を
防
い
で
い
る
。
印
度
支
那
水
田
の
大
部
分
は
、
高
地
田
に
属
し
、
交
趾
支
那
で
ぱ
、
米
田
の
七
三
％
ト
ン
キ
ン
及
び
北
部
安
堵
で
は
六
五
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
九
一
％
、
北
部
を
除
く
安
南
地
方
で
は
五
〇
％
は
こ
の
高
地
田
か
ら
成
る
。
こ
㌧
で
は
雨
季
に
一
作
が
行
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
雨
季
一
作
田
は
こ
う
し
た
地
方
に
多
い
。
　
日
盆
地
田
（
移
植
二
回
田
）
…
…
河
川
流
域
の
盆
地
に
多
い
。
中
部
交
趾
支
那
の
メ
コ
ン
河
及
び
バ
サ
ッ
ク
沿
囲
岸
地
方
に
多
い
。
こ
れ
は
交
趾
支
那
水
田
の
一
七
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
＼
は
水
が
深
く
か
つ
土
地
が
肥
沃
に
す
ぎ
る
の
で
、
移
植
を
二
回
行
う
。
　
四
　
低
地
田
…
…
高
地
田
、
盆
地
田
は
そ
の
地
理
的
事
情
に
よ
り
、
雨
季
に
耕
作
さ
れ
る
が
、
低
地
田
は
デ
ル
タ
地
方
に
多
い
た
め
、
氾
濫
の
減
水
を
ま
っ
て
、
乾
季
中
に
耕
作
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
減
水
期
稲
（
円
一
N
　
自
Φ
　
創
Φ
O
円
ρ
Φ
）
は
こ
れ
で
あ
り
、
乾
季
に
一
作
が
行
わ
れ
る
。
氾
濫
水
位
の
上
昇
が
急
で
あ
る
た
め
に
、
浮
稲
の
栽
培
が
不
可
能
な
地
域
で
作
ら
れ
る
。
こ
れ
は
苗
代
期
間
が
約
一
ヶ
月
、
一
一
一
一
二
月
の
候
に
本
田
に
移
植
さ
れ
、
三
1
四
月
の
候
に
牧
穫
さ
れ
る
。
即
ち
、
早
稲
を
作
る
の
で
あ
る
が
、
減
水
期
に
つ
く
ら
れ
る
か
ら
減
水
期
稲
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
シ
ョ
ウ
ド
ッ
ク
、
ロ
ン
グ
ズ
エ
ン
、
サ
デ
ッ
ク
、
ビ
ン
ロ
ン
等
の
低
地
方
で
作
ら
れ
る
。
　
㈲
　
二
期
作
田
…
…
す
べ
て
が
灌
腸
水
田
で
あ
り
、
二
期
米
を
耕
作
す
る
の
で
、
か
く
呼
ば
れ
る
。
こ
の
水
田
は
ト
ン
キ
ン
及
び
北
部
安
曇
に
多
い
。
交
趾
支
那
に
お
け
る
二
期
作
田
は
、
タ
ナ
ン
、
シ
ョ
ロ
ン
の
ヴ
ア
イ
コ
河
の
沿
岸
の
狭
少
な
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
河
の
水
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
期
作
が
行
わ
れ
る
。
初
め
の
間
は
淡
水
を
灌
下
し
う
る
が
、
後
に
は
塩
分
を
含
ん
だ
水
に
　
　
　
　
　
　
⑳
な
る
と
い
わ
れ
る
。
四
、
印
度
支
那
米
の
特
徴
、
　
印
度
支
那
の
稲
は
い
わ
ゆ
る
印
度
系
に
属
し
、
日
本
の
稲
は
日
本
系
に
属
す
る
。
学
名
は
前
者
は
O
ユ
N
曽
ω
暮
署
9
冒
・
＜
錠
言
巳
8
で
あ
り
、
後
者
は
O
・
ω
●
＜
●
冨
b
o
三
8
で
あ
る
。
次
に
両
者
の
比
較
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
米
の
特
徴
を
記
す
。
　
9
　
戦
前
、
我
国
に
サ
イ
ゴ
ン
米
と
称
し
て
多
量
輸
入
さ
れ
た
米
は
、
印
度
支
那
米
に
他
な
ら
な
い
が
、
先
づ
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
、
御
飯
に
炊
い
た
場
ム
書
影
異
様
な
臭
味
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
イ
ン
ゴ
ン
米
の
最
大
の
欠
点
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
米
そ
の
も
の
～
臭
で
な
く
、
輸
送
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
イ
ン
ド
系
の
稲
は
、
日
本
系
の
も
の
よ
り
も
茎
が
長
く
、
し
か
も
脆
い
の
で
、
俵
と
か
綱
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
包
装
は
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
主
と
し
て
輸
入
さ
れ
る
麻
袋
（
α
q
ロ
ロ
越
げ
鋤
σ
Q
）
に
よ
る
。
熱
帯
地
方
で
は
、
白
米
に
し
て
か
ら
三
ケ
月
放
置
し
て
お
く
と
虫
害
で
駄
目
に
な
る
の
で
、
虫
害
予
防
の
た
め
に
麻
袋
に
石
油
を
し
み
こ
ま
せ
て
お
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
船
鎗
中
に
積
込
ま
れ
て
輸
送
さ
れ
る
途
中
で
、
自
ら
石
油
の
臭
が
米
に
し
み
こ
む
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
将
来
、
貯
蔵
方
法
或
は
輸
送
方
法
の
改
良
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
必
ず
し
も
印
度
支
那
米
の
　
　
　
却
度
支
那
の
米
作
農
業
の
特
殊
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
九
　
　
　
研
究
年
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
本
質
的
な
特
徴
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
現
在
の
段
階
で
は
そ
の
一
つ
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
い
で
あ
ろ
う
。
　
口
　
日
本
米
は
概
し
て
円
く
、
小
粒
で
あ
り
、
イ
ン
ド
系
の
も
の
は
長
大
で
あ
る
。
し
か
も
前
者
は
粘
気
多
く
、
後
者
は
粘
気
が
少
く
さ
ら
さ
ら
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
米
は
丸
味
が
あ
っ
て
堅
く
、
た
べ
て
お
い
し
く
、
ザ
イ
ゴ
ン
米
は
細
長
く
、
く
だ
け
易
く
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
し
て
ま
ず
い
。
こ
の
粘
気
の
多
い
こ
と
が
、
日
本
米
の
長
所
と
さ
れ
、
我
国
人
の
嗜
好
に
適
し
て
い
る
。
そ
れ
を
以
て
日
本
人
は
日
本
米
を
優
等
な
品
種
で
あ
り
、
南
方
米
を
下
等
な
品
種
で
あ
る
と
速
断
し
易
い
が
、
こ
れ
は
品
種
の
優
劣
で
は
な
い
。
元
来
、
稲
の
品
種
は
無
数
に
あ
り
、
　
「
イ
ン
ド
に
は
八
、
○
○
○
種
の
品
種
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
日
本
に
も
四
、
○
○
○
種
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
稲
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
」
　
そ
の
多
数
の
品
種
の
う
ち
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
は
、
複
雑
な
要
素
に
よ
っ
て
永
年
の
間
に
次
第
に
形
づ
く
ら
れ
た
民
族
の
習
性
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
に
は
気
候
条
件
、
そ
れ
に
伴
う
生
活
様
式
、
そ
の
土
地
の
生
産
の
種
類
や
状
況
に
よ
る
食
事
の
内
容
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
日
本
米
を
う
ま
い
と
思
う
が
、
印
度
支
那
の
人
は
そ
の
土
地
で
と
れ
る
米
を
う
ま
い
と
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
が
た
べ
て
い
る
米
を
優
等
品
種
だ
と
思
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昏
　
多
数
の
品
種
の
中
で
優
劣
を
定
め
る
と
い
っ
て
も
、
優
劣
を
定
め
る
標
準
即
ち
、
価
値
視
点
が
異
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
、
優
劣
の
順
位
も
変
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
な
優
劣
の
標
準
が
な
い
以
上
、
絶
対
的
な
優
劣
の
差
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
は
当
然
．
で
あ
る
。　
印
度
支
那
の
現
地
人
は
米
を
た
べ
る
場
合
に
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
か
、
妙
飯
に
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
粘
り
気
の
な
い
米
の
方
が
美
味
で
あ
る
。
　
南
方
で
も
日
本
系
の
米
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
幾
分
か
日
本
内
地
産
の
米
よ
り
も
粘
り
気
が
少
い
の
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
現
地
で
と
れ
る
も
ち
米
を
一
割
位
ま
ぜ
て
炊
く
と
、
全
く
日
本
米
を
た
べ
る
の
と
同
じ
だ
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
な
美
味
な
御
飯
が
た
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
こ
と
に
油
の
つ
よ
い
肉
類
な
ど
と
一
緒
に
食
べ
る
時
に
は
、
あ
ま
り
ね
ば
り
気
の
あ
る
米
よ
り
、
さ
ら
っ
と
し
た
米
に
、
汁
で
も
か
け
て
食
べ
る
方
が
お
い
し
い
場
合
が
多
く
、
中
国
料
理
な
ど
の
後
で
食
べ
る
米
は
、
や
っ
ぱ
り
あ
ま
り
ね
ば
り
の
な
い
方
が
口
に
合
う
の
で
、
日
本
の
米
を
炊
く
よ
う
に
、
お
ね
ば
が
洩
れ
ぬ
よ
う
な
蓋
を
密
閉
し
た
炊
き
方
を
し
な
い
で
、
む
し
ろ
蓋
を
あ
け
て
炊
い
て
で
き
る
だ
け
さ
ら
さ
ら
す
る
よ
う
に
つ
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
　
米
の
形
が
丸
い
細
い
は
欠
点
で
も
美
点
で
も
な
い
。
次
の
表
は
九
州
大
学
の
永
松
土
己
教
授
の
論
文
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
で
見
る
と
、
平
均
し
て
、
日
本
の
米
、
朝
鮮
・
満
州
の
．
米
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
。
し
か
し
イ
ン
ド
や
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
も
、
短
の
短
よ
り
も
も
っ
と
丸
い
円
の
長
と
い
う
品
種
も
あ
る
こ
と
、
日
本
の
米
と
同
じ
よ
う
な
品
種
も
相
当
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
関
係
か
ら
、
日
本
で
は
そ
う
い
う
も
の
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
た
、
長
い
短
い
が
外
米
の
絶
対
的
な
性
格
で
も
な
い
。
」
　
日
　
茎
は
印
度
系
の
も
の
は
、
日
本
系
の
も
の
よ
り
長
囲
、
粗
剛
で
脆
く
、
中
に
は
車
首
の
よ
う
に
著
し
く
丈
の
高
い
も
の
や
、
倒
伏
し
易
い
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
、
印
度
系
の
も
の
は
藁
か
ら
俵
や
綱
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
四
　
葉
は
印
度
系
の
稲
は
粗
妙
、
葉
緑
は
日
本
系
の
も
の
に
比
べ
や
＼
淡
色
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
葉
の
幅
は
印
度
系
の
も
の
は
日
本
系
の
も
の
に
比
べ
て
広
い
。
　
国
　
劔
葉
と
穂
軸
の
な
す
角
度
は
日
本
稲
系
は
大
で
あ
る
が
、
印
度
系
の
も
の
は
小
で
あ
る
。
　
因
　
印
度
系
の
も
の
は
無
量
の
も
の
多
く
、
稀
に
は
有
芒
の
も
の
も
あ
る
が
短
芒
で
あ
る
。
日
本
系
の
も
の
㌧
中
に
は
有
芒
の
も
の
が
あ
る
。
　
㈹
　
印
度
系
の
稲
は
概
し
て
脱
粒
し
易
い
。
中
に
は
甚
し
く
脱
粒
性
の
強
い
も
の
も
あ
る
。
浮
稲
が
そ
う
で
あ
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
　
　
　
脚
度
支
郷
の
米
作
農
業
の
特
殊
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
研
究
年
報
ア
人
が
浮
稲
を
こ
ぼ
れ
稲
（
二
N
昌
。
矯
ひ
）
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
鰍
諄
浬
げ
麟
麟
望
油
画
詩
馨
θ
慰
二
二
二
黙
　
丑
工
業
四
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囚
　
印
度
系
の
稲
は
稲
熱
病
に
対
す
る
抵
抗
力
は
強
い
が
、
一
般
に
虫
害
に
対
し
て
は
弱
い
よ
う
で
あ
る
。
伽
印
度
系
の
も
の
は
肥
料
の
吸
牧
速
度
が
強
い
か
ら
、
肥
料
を
や
る
と
急
に
繁
茂
し
、
従
っ
て
茎
が
徒
長
し
易
く
、
そ
の
た
め
に
間
も
な
く
肥
切
れ
が
す
る
た
め
に
多
肥
栽
培
に
向
か
ぬ
も
の
が
あ
る
。
印
度
支
那
の
米
作
が
肥
料
を
や
ら
な
い
の
は
、
印
度
系
の
稲
を
主
と
し
て
栽
培
す
る
か
ら
で
あ
る
。
印
度
支
那
で
は
牧
人
の
と
き
は
、
穂
先
の
方
だ
け
切
っ
て
茎
の
大
部
分
は
畑
に
践
す
の
で
そ
れ
が
肥
料
の
役
割
を
或
程
度
果
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
肥
料
を
や
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、
全
く
肥
料
な
し
で
は
略
奪
農
法
に
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
メ
コ
ン
の
氾
濫
地
帯
で
は
、
上
流
か
ら
運
ば
れ
る
泥
土
が
良
い
肥
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
㈲
　
印
度
支
那
米
は
右
の
表
に
見
ら
れ
る
通
り
、
概
し
て
簾
舞
で
あ
る
。
し
か
も
籾
の
脱
粒
性
が
強
い
た
め
に
、
刈
取
後
直
ち
に
脱
穀
す
る
の
を
通
例
と
す
る
。
脱
穀
し
た
籾
は
堆
積
し
、
ひ
ろ
げ
て
日
乾
し
す
る
。
こ
の
間
に
玄
米
の
質
が
幾
分
か
変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
共
に
粒
形
の
長
い
こ
と
、
更
に
は
籾
摺
精
白
過
程
が
、
日
本
と
異
り
、
粒
の
外
部
か
ら
剥
削
す
る
方
式
の
た
め
に
砕
米
の
出
る
割
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
一
海
里
籾
か
ら
玄
米
に
相
当
す
る
も
の
＼
得
ら
れ
る
割
合
は
七
五
％
、
そ
れ
か
ら
五
〇
1
五
五
％
の
白
米
が
得
ら
れ
、
砕
米
は
八
－
一
〇
％
生
ず
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
白
米
の
中
に
は
砕
米
が
相
当
混
入
し
て
い
る
の
　
　
　
　
　
）
格規出輸の米貢西
％砕質粒級等
準
　
　
2
0
　
2
5
　
　
5
5
礪”
ﾈ
如
臨
粒
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